
２
０
０
０
年
に
ス
タ
ー
ト

し
た
介
護
保
険
制
度
で

は
、
従
来
の「
措
置
」制
度
か
ら
、

本
人
の
意
思
や
選
択
を
尊
重
す
る

制
度
へ
と
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
の
中
か
ら

本
人
が
利
用
し
た
い
も
の
を「
選

択
」し
、
事
業
者
と
対
等
の
立
場

に
立
っ
て「
契
約
」を
締
結
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
は

初
め
て
利
用
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、認
知
症
な
ど
で「
判

断
能
力
が
不
十
分
」と
判
断
さ
れ

る
と
、
契
約
締
結
な
ど
の
有
効
な

法
律
行
為
を
単
独
で
完
全
に
行
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合

に
は
、
代
理
で
契
約
を
結
ん
で
く

れ
る
後
見
人
等
を
立
て
る
必
要
が

で
て
き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
介

護
サ
ー
ビ
ス
に
限
れ
ば
、
認
知
症

で
あ
っ
て
も
、
家
族
が
契
約
の
場

に
同
席
し
、
家
族
と
本
人
の
押
印

を
も
っ
て
契
約
締
結
と
し
て
い
る

の
が
実
態
で
す
。で
す
か
ら
、あ
ま

り
心
配
す
る
必
要
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
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た
だ
し
、「
同
じ
も
の
を
い
く
つ

も
買
っ
て
い
る
」等
、
判
断
能
力
が

疑
わ
し
い
出
来
事
が
見
受
け
ら
れ

る
場
合
に
は
、
法
定
後
見
制
度
を

活
用
す
る
の
も
ひ
と
つ
の
選
択
肢

で
す
。

 　

認
知
症
が
す
す
む
と
、
そ
の
よ

う
な
不
要
か
つ
高
額
な
買
い
物
を

繰
り
返
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。

そ
ん
な
時
に
は
、
法
定
後
見
人
を

立
て
る
と
安
心
で
す
。
と
い
う
の

も
、
取
消
権
を
行
使
し
て
、
購
入

そ
の
も
の
を
取
り
消
す
こ
と
が
可

能
に
な
る
か
ら
で
す
。

 　

成
年
後
見
制
度
は
、
物
事
を
判

断
す
る
能
力
が
十
分
で
な
い
方
の

財
産
や
生
活
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、
保
護
・
支
援
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
大

き
く
は
、
本
人
が
事
前
に
準
備
し

て
お
く「
任
意
」後
見
制
度
と
、
家

族
等
が
家
庭
裁
判
所
に
申
し
立
て

て
利
用
す
る「
法
定
」後
見
制
度
の

２
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

長
生
き
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
認

知
症
な
ど
に
よ
っ
て
判
断
能
力
が

低
下
し
て
い
く
リ
ス
ク
が
高
ま
り

ま
す
。
実
際
、
後
見
制
度
を
利
用

し
て
い
る
方
は
年
々
増
加
傾
向

で
、
令
和
元
年
に
は
約
22
万
人
で

し
た
。
今
後
は
ま
す
ま
す
増
え
て

く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

シ
ニ
ア
に
必
要
な
知
識
と
し
て
、

基
本
的
な
こ
と
は
理
解
し
て
お
く

と
い
い
で
す
ね
。
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　電話での勧誘や訪問販売のように、断り
にくい状況下での契約に対しては、一定期
間内であれば無条件で契約の申し込みを撤
回したり、契約を解除できる「クーリングオ
フ」という制度があります。クーリングオフ
を利用できる期間は販売方法によって異な
りますので、消費者ホットライン「１８８」など
の窓口を覚えておくといいですね。
　ただし、テレビショッピングなどの通信
販売にはクーリングオフという制度は適
用されません。

いやや

判断能力が不十分に
なる前に自分で準備する

判断能力がすでに不十分

任意後見制度

法定後見制度

将来、判断能力が不十分になっ
た場合に備えて、「誰に」「どのよ
うに」支援をしてもらうかを、あ
らかじめ契約により決めておく

親族などが家庭裁判所に審判の
申し立てをすることで利用できる

弁護士
百田先生

もも子さん
（65歳）

200,000

150,000

100,000

50,000

0
平成
26年

平成
27年

平成
28年

平成
29年

平成
30年

令和
元年

（人）

184,670 191,335 203,551 210,290 218,142 224,442
成年後見 保佐 補助 任意後見

例えば

　認知症が進んできた父親を引き取って同居するこ
とに決

めた重彦さん。父親が現在住んでいる家を処分する
には？

　重度の認知症で寝たきりの一男さん。弟が亡くなり、遺産相続が発生しましたが、負債しかないことが発覚。妻の富美さんは、一男さんに代わって相続放棄の手続きを進めたいのですが？

出典：厚生労働省「成年後見制度の現状（令和2年）」


